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新発田市立豊浦中学校 Grand Design 

 めざす生徒像 

 

〇 夢や目標をもって、ねばり強く挑戦する生徒 

〇 物事の良し悪しを判断し、自ら考え、進んで行動できる生徒 

〇 自他を尊重し、時と場に応じた礼儀正しい言動がとれる生徒 

 

 

○  「授業の内容がよく分かる」と

応える生徒が85％以上になる。 

○ 「授業で話し合う活動を通じて

自分の考えを深めたり広げたり

することができている」と答える

生徒が85％以上になる。 

 

○ 体力テストで県平均以上とな

る種目（48種目）の割合を50％

(24種目)以上にする。 

○ 「平日のメディア利用の合計時

間が２時間以下である」と答える

生徒が60％以上になる。 

○  「自分にはよいところがあると

思う」と答える生徒が80％以上に

なる。 

○  「いじめはどんな理由があって 

もいけないことだと思う」と答える

生徒が100％になる。 

 

○ 生徒の学びを軸に授業を設計

する（単元デザイン）。 

○ 各教科の見方・考え方を働か

せて、深い学びを実現する授業

づくりを行う。 

  

 

○ 生徒会活動や学級活動での話

し合い活動を大切にし、集団の

自浄能力を高める。 

○ 学校生活や学校行事の中で、

生徒の自己肯定感や自己有用

感を高める活動を充実させる。 

 

○ 生徒の実態に応じて、体育の

授業で、体力を向上させる運

動を取り入れる。 

○ 学校と家庭が連携し、生活習

慣の改善を図る。 

○  「単元デザインシート」を作 

成し、学びの姿や目標を教師 

と生徒が共有する。 

○ 各教科の「見方・考え方」を働 

かせて思考・判断・表現するパ 

フォーマンス課題を設定する。 

 

○ クラスミーティングを通して、自 

分たちの課題を自分たちの手で 

解決する場づくりをする。 

○ 生徒会スクールネットワーク活 

動を充実させ、生徒の自己肯定 

感を育む。 

 

 

○ 体力テストの結果を分析し、

体育の時間に、体力の向上を

図る運動メニューを工夫する。 

○ 生活習慣改善ウィークを通し

て生徒の実態を保護者と共有

し、連携して指導にあたる。 

 

確かな学力の育成 確かな学力の育成 豊かな心の育成 

 

健康な心身の育成 
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  子どもの笑顔と感動があふれる、安全で安心な学校 

  学校・家庭・地域が連携し、「生きる力」を育む学校 

  保護者や地域から親しまれ信頼される、開かれた学校 

 

教育目標 「言葉と心のキャッチボール」  

学校経営方針  

 

豊中生の合言葉 あ（挨拶）じ（時間）さ（作法・礼儀）い（いじめをしない、見逃さない） 

 

２ 


